
年
末
・
年
始
臨
時
巫
女
奉
仕
希
望
の
皆
様
へ 

 
 

 

こ
の
度
は
、
年
末
・
年
始
臨
時
巫
女
奉
仕
の
お
申
込
み
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

臨
時
巫
女
と
し
て
の
採
用
に
あ
た
り
、
左
記
の
通
り
『
面
接
・
研
修
』
を
実
施
し
採
用
の
選
考
を
致
し
ま
す
の
で
、
大
変
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
当
宮
所
定
の
履
歴
書
を
提
出
し
て
頂
き
お
申
込
受
付
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
締
切
日
ま
で
に
社
務
所
受
付
へ
ご
提
出
下
さ
い
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

 

【
履
歴
書
の
提
出
締
切
日
】
令
和
六
年
十
月
三
十
一
日 

木
曜
日 

十
六
時
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 

※
提
出
し
て
頂
き
ま
す
履
歴
書
は
返
却
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

※
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
の
御
案
内
以
外
に
は
、
使
用
致
し
ま
せ
ん
。 

 

【
面
接
日
】  

日

時 : 

令
和
六
年
十
一
月
三
日 

日
曜
日 

九
時
三
十
分
～ 

※ 

未
経
験
者
の
み 

 

 
 

 
 

 
 

集
合
場
所 : 

余
香

よ

こ

う

殿 で
ん

（
社
務
所
二
階
） 

持

参

品 : 

筆
記
用
具 

 

【
採
用
の
合
否
に
つ
い
て
】
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 

【
研
修
会
及
び
事
前
説
明
会
】 

日

時 : 

令
和
六
年
十
二
月
七
日 

土
曜
日 

第
一
部 
九
時
～
十
二
時 

 

第
二
部 

十
三
時
～
十
六
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
二
部
に
分
け
て
研
修
会
・
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
ご
参
加
頂
く
お
時
間
に
つ
い
て
は
採
用
の
合
否
の
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

尚
、
時
間
は
ご
指
定
頂
け
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

集
合
場
所 : 

余
香

よ

こ

う

殿 で
ん

（
社
務
所
二
階
） 

持

参

品 : 

腰
紐
二
本
・
印
鑑
・
筆
記
用
具
・
風
呂
敷
（
白
衣
・
袴
を
入
れ
る
鞄
で
も
可
） 

 

◎
臨
時
巫
女
採
用
の
条
件
に
つ
い
て 

 

【
奉
仕
期
間
】
令
和
六
年
十
二
月
二
十
八
日 

～ 

令
和
七
年
一
月
十
三
日 

① 

原
則
と
し
て
、
一
月
三
日
ま
で
奉
仕
可
能
な
方
及
び
、
以
降
の
土
日
祝
日
、
特
に
一
月
十
一
日
（
土
）、
十
二
日
（
日
）、
十
三
日(

月
祝) 

に 

御
奉
仕
頂
け
る
方
を
優
先
し
て
採
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

又
、
四
日
以
降
の
奉
仕
が
出
来
な
い
等
の
日
程
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
面
接
時
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

② 

原
則
十
二
月
二
十
八
日
～
一
月
三
日
ま
で
の
お
休
み
は
認
め
ま
せ
ん
。
但
し
、
年
末
及
び
一
月
四
日
以
降
で
お
休
み
頂
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

③ 

奉
仕
期
間
の
途
中
変
更
は
社
務
に
支
障
が
出
ま
す
。
正
月
明
け
の
登
校
日
、
部
活
の
始
ま
る
日
を
必
ず
確
認
し
、
履
歴
書
に
記
入
し
た
当
初
の
予
定
通
り
定

め
ら
れ
た
期
間
を
奉
仕
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い
。 

十
二
月
七
日
の
研
修
会
当
日
に
は
、
各
配
置
・
奉
仕
期
間
が
確
定
し
た
状
態
で
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

【
奉
仕
時
間
及
び
奉
仕
料
】 

 
 

 
 

・ 

十
二
月 

 

七
日 

 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
  

 
 

一
部
・
二
部 

各
三
時
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
、
八
五
〇
円 

 
 

 

・ 

十
二
月
二
十
八
日 

～ 

三
十
一
日   

  

八
時
三
十
分  

～  

十
七
時
〇
〇
分 

一
日
あ
た
り 

七
、
一
二
五
円 

 
 

 

・ 

一
月 

一
日 

～ 

三
日 

 
 

 
 

 
 

八
時
〇
〇
分  

～ 
 

十
八
時
〇
〇
分 

一
日
あ
た
り 

九
、
九
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

※
配
置
に
よ
り
最
大
で
二
時
間
の
時
差
勤
務
。
状
況
に
よ
り
残
業
を
お
願
い
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

・ 

一
月 

四
日 

～ 

十
三
日 

           
 

八
時
三
十
分  

～  

十
七
時
〇
〇
分 

一
日
あ
た
り 

七
、
八
七
五
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 

※
配
置
に
よ
り
時
差
出
勤
が
あ
り
ま
す
。 

※
奉
仕
料
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
研
修
会
及
び
事
前
説
明
会
に
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
そ
の
他
支
給
】 

 

・
交
通
費 

一
日
あ
た
り
往
復
で
一
、
五
〇
〇
円
ま
で
の
実
費
（
但
し
片
道
２
㎞
以
上
） 

 【
注
意
事
項
】 

① 

巫
女
と
し
て
奉
仕
し
て
頂
く
の
で
臨
時
奉
仕
者
で
あ
っ
て
も
、
身
だ
し
な
み
・
立
ち
居
振
る
舞
い
・
言
葉
遣
い
等
、
厳
し
く
審
査
致
し
ま
す
。 

② 

奉
仕
期
間
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
掛
け
持
ち
は
、
奉
仕
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

③ 

以
前
、
ジ
ャ
ー
ジ
に
ス
エ
ッ
ト
に
サ
ン
ダ
ル
履
き
で
通
勤
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ー
ツ
・
制
服
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
神
社
に
出
入
り
す
る
相
応

し
い
服
装
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。 

④ 

奉
仕
の
際
、
長
髪
の
方
は
、
ゴ
ム
紐
等
で
束
ね
、
指
輪
・
ピ
ア
ス
・
イ
ヤ
リ
ン
グ
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
厚
化
粧
等
を
厳
禁
し
ま
す
。
白
衣
に
相
応
し
い
外
観
で
ご
奉
仕

頂
き
ま
す
。
黒
髪
以
外
の
頭
髪
で
は
ご
奉
仕
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
面
接
当
日
ま
で
に
黒
髪
に
染
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

⑤ 

自
家
用
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
で
の
来
社
（
通
勤
）
は
認
め
ま
せ
ん
。
公
共
機
関
・
徒
歩
で
通
勤
下
さ
い
。 

 

【
お
問
合
せ
先
】 

太
宰
府
天
満
宮 

総
務
広
報
部 

電
話 : 

〇
九
二―

九
二
二―

八
二
二
五 

 

受
付
時
間 : 

九
時 

～ 

十
七
時 


